
タイトル 著者名 出版社 タイトルコード

日本文化をよむ  藤田 正勝／著 岩波書店 1000050065494

歌舞伎を知れば日本がわかる 田口 章子／著  新典社 1000050195037

江戸のデザイン図鑑  柏木 博／監修  河出書房新社 1000050233921

着物と日本の色
弓岡 勝美／監修・コ

レクション
パイインターナショナル 1000050095276

和と出会う本  小野 幸惠／著  アルテスパブリッシング 1000050110504

竹の民俗誌 沖浦 和光／著 現代書館 1000050126176

内容

1
西行の「心」、親鸞の「悪」、世阿弥の「花」など5つのキーワードから、日本文化の根底にある物の見

かた、美意識のありかたを素描する。西田幾多郎の思想をヒントに、日本文化のひとつの“自画像”を描く

試み。

6 「竹」と人間社会の関係性、南島文化と隼人との関わりを<竹の民俗>を通じて明らかにすることによ

り、日本の民俗・文化・歴史に連なる水脈を掘り起こす。不朽の名著、復活。

5
江戸からかみ、金継ぎ、絵馬、雅楽…。日本の伝統的な技術や芸能など、あらゆるジャンルの「和」にま

つわるテーマを切り口に、「和」を現代にいかす試みを取材し、そのルーツを探る。『アルテス』連載を

書籍化。

2 男につくす女たち、男を神にする女たち、男を手玉にとる女たち…。歌舞伎に描かれた女性たちにこめら

れた、古代日本から続く女性霊力への信仰を解き明かし、日本文化の本質に言及する。

京都の町衆の創造したわびさびの世界から、豪華絢爛な絵画、工芸などの洗練された意匠の数々を、そし

て権力に対する反抗・反骨精神あふれる江戸の庶民の発想から生まれた、シンプルな粋でいなせなデザイ

ンを紹介する。

4 着物コーディネーター弓岡勝美のアンティーク着物コレクションの数々を日本の伝統色別に紹介。柄・模

様・色など様々な着物の美しいヴィジュアルを、伝統色の名前の由来、誕生の秘話などとともに楽しめ

る。

3

暑くなってまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

昨今、イベントやお祭りも中止になることが続いていますが、日本には伝統のあるお祭、工芸品、

文化がたくさんあります。

６月は、日本の文化をテーマにリストを作成しました。お楽しみいただければ幸いです。

～おもてなしの日本文化～



江戸山王祭礼絵巻 福原 敏男／著  岩田書院 1000050125154

日本の食文化  江原 絢子／編著  アイ・ケイコーポレーション 1000040638317

米の日本史  佐藤 洋一郎／著 中央公論新社 1000050294778

日本の「行事」と

「食」のしきたり
 新谷 尚紀／監修 青春出版社 1000410021251

日本の城 香川 元太郎／著  学研プラス 1000050186260

図説日本建築の歴史

寺院・神社と住宅
玉井 哲雄／著 河出書房新社 1000050285860

きもの

日本の服飾図譜平安から現代ま
 伊藤 佐智子／著  パイインターナショナル 1000040087570

着付け師という仕事 改訂版 杉山 幸恵／著
 幻冬舎

メディアコンサルティング
1000040647837

12 寺院・神社から、貴族住宅や民家まで、先人が残した文化遺産、日本の伝統建築に秘められた歴史を見に

行こう! 豊富な図版と写真で、基礎知識を丁寧に解説する。

7
江戸時代に日本一の規模と動員を誇った江戸山王祭礼を描いた3種の絵巻から、山王権現氏子町による練

物・傘鉾・山車・屋台などの実態や、祭礼の変遷を分析する。絵巻は全編カラーで掲載し、解説を付す。

祭礼番付も収録。

10

13 ファッション・クリエイターの伊藤佐智子が、平安から現代まで、“きもの”が織り成す日本の美をヴィ

ジュアルで紹介。自由な着装を愉しむ智慧と力がつまった一冊。

14
美しき日本の伝統で、晴れの舞台を演出する着付け師。プロの着付け師という職業、知っておきたい基本

と心得、技術やアイデア、成功する着付け師になるための心構えを、実例写真を交えながら、分かりやす

く解説する。

正月に雑煮、月見に団子など、季節の滋養を神と共に食す日本の伝統。一年の行事と食のしきたりや人生

の儀式と食の習わし、日本各地に伝わる伝統的な食べ物に対する文化情報について、その由来と現在、歴

史と民俗を紹介。

8
日本の風土と歴史のなかで培われ、伝承されてきた食文化を豊富な図表を用いてわかりやすく解説。日本

の食文化形成と展開、異文化接触と受容、台所・食器・食卓の文化などを収録し、各節ごとの流れがつか

める年表も配置する。

9
日本人にとって特別な食・米。主食、貨幣、酒、菓子など日本人と米のかかわりは深く、「米を腹いっぱ

い食べたい」という思いが歴史を動かしてきた。農学や文化の視点を交えながら、日本人と米の特殊な関

係を解き明かす。

11 城の種類から日本の城の発達と分類、縄張、建造物、そして城の攻防戦の実相までを、体系的構成と精密

な鳥瞰・復元イラストでわかりやすく解説。折込図付き。



つまみ細工の可憐な花々 花びら／著 ブティック社 1000050122895

日本の伝統芸能講座 舞踊・演劇 服部 幸雄／監修 淡交社 1000910426267

日本の工芸を元気にする!  中川 政七／著 東洋経済新報社 1000050014742

日本の伝統を読み解く

暮らしの謎学
岩井 宏実／著  青春出版社 1009810349598

日本トンデモ祭

珍祭・奇祭きてれつガイド
 杉岡 幸徳／著 美術出版社  1000510107568

日本の祭り

1万点以上の応募から選ばれた祭

り写真400選 2013年版

芳賀 日向／監修 辰巳出版 1000040172771

                引用：TRCMARC

                板橋区立中央図書館

16
観衆を前に演じられる、多種多様な「伝統的舞踊・演劇」を、歴史・文学・民俗学的側面から幅広く探求

した決定版。日本芸能史年表、重要無形文化財保持者リスト、「音楽」の巻と共通の総合索引付き。

20

祭りの伝統と誇り、郷土の美しさ、人のあたたかさを後世に伝える「日本の祭り」写真コンテストから

400選を紹介。審査委員が語る「入賞の決め手」、2013年版日本全国祭り撮影年鑑なども収録。

18

19

なぜ、猫が金や福を招くのか。大安、土用の丑、盛り塩とは何ぞや。身の回りの事柄の意外な起源や歴史

的変遷、その根底に潜む意味を説き明かす。『読売新聞』西部版連載「暮らしの謎学 そもそも、それ

は」に加筆。

日本は、変な祭りでいっぱいだ。1年にして約30万個もの祭りがあるという日本の祭りのなかからより奇

妙なものを選りすぐってレポート。日本人の魂(ソウル)がここにある! 奇祭評論家が綴る、珍祭・奇祭ウ

ルトラガイド。

15
小さく切った正方形の布をピンセットで折って、花や鳥、虫などを表現する-。江戸時代から続く日本の

伝統工芸「つまみ細工」でつくる花のアクセサリーや四季のモチーフを紹介します。すぐに使える布(羽

二重)2枚つき。

17 現代的マネジメントとブランディングで伝統産業を蘇らせる! 創業300年の老舗を現代のブランドに作り

上げた若手経営者が格闘し、挑み続けた15年の記録と、未来への構想。


